
「生涯現役地域づくり環境整備事業」

地域にかかわり続け、地域で活躍し続けら
れる高年齢者等の仕事プラットフォーム

ミナミイズ人と経済活性化推進協議会
南伊豆町
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＜基礎データ＞

（静岡県）南伊豆町

（説明文）
伊豆半島最南端にある「南伊
豆町」は、本州にありながら
もその成り立ちの特異性から、
他の地域とは違った自然環境
を有し、南国的な雰囲気と沖
縄にも匹敵するようなきれい
な海を有する自然豊かな観光
地です。

（説明文）
町内には豊富な湯量を誇る下
賀茂温泉、白砂青松の「弓ヶ
浜」に隣接する弓ヶ浜温泉が
あり、年間を通して観光や温
泉による保養に訪れる方も多
い町です。

・人口:7,804人（2022年４月１日現在） 人口の自然減が著しく、年間120人～150人（約16～18％）程度減少している。
・人口比率:幼年少人口 7.89％ 生産年齢人口 44.16％ 老齢人口47.95％ （2022年４月１日現在） 幼年少人口の減少が著しい。
・世帯数:3,901世帯（2022年４月１日現在） 平成24年頃から減少に転じ８年間で100世帯程度減少した。
・高齢化率:47.9％（静岡県内第５位） 後期高齢化率:25.3％（静岡県内第６位）（いずれも2022年４月１日現在） 高齢者数自体は減少傾向
・昼夜間人口比率:95.29％
・年間観光交流客数:897,451人

（説明文）
古くからの交流の歴史をベースとして、全国
的にも珍しい自治体間連携による特別養護老
人ホーム「エクレシア南伊豆」を東京都杉並
区とともに整備しました。

（説明文）
地域に住む住民から、南伊豆町での暮らしを１
対１で学び、体験できる「南伊豆暮らし図鑑」
を新たな観光の取組として推進しています。

（説明文）
町内全域で、既
存資源を活用し
ながら、全ての
人や資源が継続
的に活躍できる
地域づくりを進
めます。

生涯活躍のまちづくりへの取組



現在実施している施策・事業
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（静岡県）南伊豆町
地域の課題

地域で抱える課題について、「記載してください（網羅的ではなく、優
先度が高い課題を記載）
※ボックスが不足する場合は追加してご記入ください

左記の課題を解決するために現在実施している施策・事業を記載してく
ださい。※既に「生涯活躍のまち」に取り組んでいる場合は、それを構
成する施策・事業を記載

１ 人口の減少と少子高齢化
全国の地方で課題となっている人口減少及び少子高齢化は本町

でも大きな課題となっており、これらは町が抱える様々な課題の
要因ともなっています。
南伊豆町の人口は7,804人、高齢化率は47.9％です。（いずれ

も2022年４月現在）
平成27年度からの５年間で約8.2%、令和２年度以降では約

1.8%と、減少幅が増加しています。

２ 暮らしの利便性の低下
主要産業である観光業の低迷、利用者の減少による商店等の廃

業など地域産業の衰退が深刻化しています。
一方で、人口減少や高齢化を要因として、地域の仕事の担い手

不足も懸念されており、地域の暮らしを支えるインフラ産業にも
影響が出始めています。
今後、一層の人口減少が進み、特に生産年齢層が減少していく

ことから、医療や福祉分野での働き手不足が一層深刻化するだけ
でなく、公共交通や日常の買い物等に影響を生じるようなサービ
スの低下が懸念されています。

３ 空き家の増加や山林、農地の荒廃
町内34の集落の中には、人口減少や若者の流出により、空き家

が住家の数を上回る状況となっている集落も出始めており、その
中には倒壊の危険性を有する空き家も見受けられます。
平成27年度に実施した町内の空き家調査の結果では、空き家が

358件と町内の10軒に1軒程度が空き家となっており、うち1年以
上利用されていない空き家は233件であるにも関わらず、賃貸意
向のある物件は18件にとどまっています。
増加する空き家の対策、人の手が入らず荒廃する山林や農地へ

の対応は喫緊の課題となっています。

人口減少及び少子高齢化の主な要因は、年間の死者数に対して
出生者数が極端に少ないこと、特に若者を中心とした人口の流出
が多いことにあります。
本町の生涯活躍のまち事業では、高齢者の生きがい創出と健康

増進の取組による生涯現役で活躍できる「健幸⾧寿」、進学等で
外に出た地域の子供達が、やがては戻ってこられるような雇用を
生む産業の構築を目指して取組んでいるとともに、サテライトオ
フィス誘致などによる新たな雇用の創出にも取組んでいる。

移住定住の取組のほか、関係人口拡大の取組も並行して進める
ことで、定住人口が減少しても地域機能を維持していくことがで
きる仕組み作りを進めています。
平成29年度からサテライトオフィス誘致事業に本格的に取組み

始め、令和元年度からはワーケーション利用者を拡大するための
取組も進めています。
これらは、単に企業を誘致するという考え方だけではなく、進

出企業等が地域内で活躍することや地域事業者等とのコラボレー
ションにより、地域の暮らしをともに支えていく仕組み作りと関
係人口の拡大にもつなげていくための事業です。

空き家バンク制度や空き家バンク登録物件のリフォーム補助、
同制度に付随した農地付き空き家への対応のほか、町が直接空き
家を借上げ、利用希望者の一定期間貸し与えるお試し移住制度の
活用など、空き家を活用するための施策に取組んでいます。
令和４年度からは集落を指定して空き家活用と移住促進、関係

人口拡大のためのモデル事業に取組み、他集落への横展開を図っ
ていけるよう事業計画を策定しています。
また、荒廃農地対策の一環として、地域おこし協力隊を活用し

た新たな産品開発としての果樹栽培など地域内の遊休資産の活用、
安心安全な住環境の維持に向けた取組を継続しています。

生涯活躍のまちづくりへの取組



目指す将来像

今後実現したい事業
■空き家等の活用による住まいづくり

町内には約350件棟の空き家があります。町内の世帯数が約3,900世帯なので、町内にある建物の約8％が空き家となっている状況です。また、
高齢化の進展、特に高齢者世帯の増加から、今後この空き家はさらに増加していく見込みであるとともに、活用されないことによる老朽化、倒
壊等の危険性を有する空き家も急激に増加していく見込みです。
本町は年間200件を超える移住相談があるものの、住居の問題や雇用の少なさなどから実際の移住に結びつく件数は10分の1程度です。近年

仕事に関してはテレワークの普及などで移住への追い風となりつつありますが、住居の確保を進める必要は大きな課題であり、町内の空き家の
有効活用を推進し、移住希望者に住居等を提供できる環境を整備していくこととしています。

■生涯にわたり健康で活躍できる環境づくり
本町は比較的健康寿命が⾧く、一次産業や三次産業を中心に、高齢になっても仕事を続けている人が多い一方で、40代から50代では健康に

対する意識が希薄で、今後においては健康寿命が短くなり、それに伴う医療負担、介護負担の増加、労働力の低下などが懸念されています。
現役世代の健康意識向上及び健康増進への取組を進めるため、現役世代の方々（特に男性）が参加しやすい健康増進事業の実施、子どものこ

ろから健康に対する意識の向上を図る取組を進めるとともに、自らの健康を維持しながら、地域社会と積極的にかかわり続け、いつまでも現役
で活躍できる地域社会の構築を進めていく必要があり、これらを具体的に進めていくための事業に取組んでいく必要があります。
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（静岡県）南伊豆町

うち、官民連携で取り組みたい事業
■空き家活用、荒廃した山林や農地の活用への取組

空き家のオーナから町が直接借り上げる物件について、残置物の片づけやリノベーションなど人手を必要とする作業などについて、SDGｓ
の観点から企業の研修やワーケーションの取り組みとして社員の参加を推進するなど、人材面での連携、ワーケーション等交流人口拡大にも
つながる活動に積極的に取り組んでいただき、直接的な人材支援のみならず、間接的な人材支援、地域経済への貢献にもつながる支援や連携
を進めていきたい。
また、荒廃山林の整備、里山再生、荒廃農地の再生事業についても多く人手が必要となる。森林伐採、農地開墾から、切り出した木材の活

用、農地で生産された物の販売や加工、商品ＰＲも含め、初期段階から地域住民も含めた官民連携で取り組みを進めていきたい。
■地域の課題解決にビジネスとして取り組める環境づくり

地域の有する課題は多岐にわたっており、多くの人に共通する課題から一定の層で深刻化している課題とその対象も様々です。人口が集中
する都市部では地域の課題がビジネスに直結し、ビジネスの力で解決されるものも多くありますが、人口の少ない地方では、ほとんどの課題
解決がビジネスになじまないことから解決の道筋を作るには多くの公費が必要となったり、そもそも道筋を作れなかったりしています。
過疎地の課題にはの多くの共通点があり、手法によってはビジネスに結びつくものもあるはずですので、課題解決につながるビジネスモデ

ルの検討、実証からビジネスへの展開まで南伊豆町をフィールドとして取り組むパートナー企業を求めています。

南伊豆町の生涯活躍のまちのコンセプトは「学びあい、認めあいながら、地域全体でつくる健幸、活躍、共生のまちづくり」
人口の減少が著しい本町では、これ以上の人口減少を抑制していくとともに、本町に住所を有せずとも積極的に地域にかかわり続ける関係人口を拡大

することやデジタル技術を積極的に活用することで、人口が減少しても一定の利便性を保ち、人々が安心して暮らしていくことのできる地域づくりを進
めるとともに、本町に関わる人々が生涯にわたって健康で活躍し続けることのできる幸福度の高い地域としていくことを目指します。
そのためには、本町に関わる人々がそれぞれの立場で学びあい、教えあうこと、それぞれの立場や人格を認め、関係人口を含む地域全体で支えあいな

がら地域総出でまちづくりを進めていくことで、将来にわたって人々の暮らしや営みを継続していくことのできる地域づくりを目指しています。

生涯活躍のまちづくりへの取組



目指す将来像【全体像】
（静岡県）南伊豆町
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【南伊豆町が目指す「生涯活躍のまち」実現のイメー
ジ】

学びあい、認めあいながら、地域全体でつくる
健幸、活躍、共生のまちの実現

人と人との関係力の向上学びを通じて地域力の向上

町民の健康と活力の向上

生涯活躍のまちづくりへの取組



「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景

•就労（雇用）の場が少ないという課題

•就業者が少ないという課題

•地域の担い手がいなくなるという課題

•繁閑の差が大きいという課題

•求人と求職のミスマッチという課題



「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景



「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景



「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景
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「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景



「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景



「生涯現役地域づくり環境整備事業」取組の背景



事業の概要
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主婦の方・中高年

の方も大歓迎です

リタイヤした方の

お小遣い稼ぎにも

地域とのつながり

を作りたい方、

自分のスキルを

活かして活動したい

方なども

しばらく仕事から遠ざかっていても、お子様がいても大丈夫。

ご興味がある方は
お気軽にお電話ください。

ミナミイズ人と経済活性化推進協議会
南伊豆町下賀茂３１５－１ 南伊豆町企画課地方創生室内
電話 ６２-１１２１ （担当：渡辺・山口）

南伊豆町「まちの人事部」始まります。町が関わる
ので“安心”

仕事を頼みたい

事業者さんと、仕事を

探している人を

おつなぎします

ちょっと

人手がほしいけど、

ハローワークで求人

までは…。

という事業者さんも

ちょっとした

作業をお願いしたい

という事業者さんも、

テレワークで事務処理

をお願いしたい

事業者さんも

事業の概要
（これまでの取組）

9/15チラシ回
覧（事前情報）

LINE公式アカウ
ント取得
「まちの人事部」



事業の概要（これまでの取組）

９月 ワークスペース１か所



事業の概要（これまでの取組）

11/17～ 町内ストベリーグアバ農園のお仕
事紹介（７名程度）



事業の概要（これまでの取組）

各種案内作成及び訪問説明スタート



事業の概要（これまでの取組）

各種案内作成及び訪問説明スタート
・事業者訪問説明
・住民グループの集まりの場での説明 など

町産業団体連絡会（商工会）主催の事業者向け講演会での事業説明（12/15）



継続的な事業運営について



継続的な事業運営について


